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令和 ８年 ４月２３日 

 

 

 

団体所在地 広島市東区尾長西 2 丁目８-１ 

団体の名称 社会福祉法人 広島修道院   

職 ・ 氏 名  理事長  中島 充人   

（ 施設名 広島修道院保育園 ） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○活動報告書は、HPで公表しますので、公開可能な内容としてください。 

○データのサイズは、写真を含め、８Ⅿ以内に収め、ワード文書にて提

出してください。 

○こちらの報告書フォームに沿って全て記入してください。 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

お花見散歩 

  枝豆の収穫・クッキング 

じゃがいもの収穫 

畑で虫探し 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

園庭で水あそび・どろだんご作り 

  感触あそび（小麦粉・寒天・スライム） 

  プール 

  川あそび 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

秋の木の実や葉っぱを使ってままごと 

  秋の遠足 

  どんぐり拾い 

  イチョウの葉っぱのお風呂 

  大内越山散歩 三滝山登山 

  尾長山登山  二葉山登山 牛田山登山 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

雪あそび 

  おだんご汁会 

（収穫した大根・白菜などを使って） 

  春の探しの散歩 

  畑で草抜き 

  じゃがいもを植える 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1 枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

 ４月、畑でテントウムシの幼虫をたくさん見つけ

た月組さん（４歳児）。何を食べるのかな、と図鑑な

どで調べて育てることに。 

テントウムシの幼虫は、アブラムシを食べるとい

うことで、畑に行っては、アブラムシを捕獲して飼

育ケースの中へ。 

ちゃんと成虫になる個体もあれば、幼虫のまま大

きくならずに動かなくなる個体も。また、成虫が幼

虫を食べてしまうということありました。（餌が足

りなかったのかな？） 

５月、いっぱいお世話をして、成虫になったてん

とう虫を、大内越山へお散歩に行ったとき、みんな

で野にはなしました。これは、その時の写真です。 

（エピソード記述） 

 ７月、星組が初めてのバス遠足でせせらぎ公園

へ。 

最初は、恐る恐る川の中に入っていった子どもた

ちでしたが、向こう岸の草むらのあたりにアメンボ

がたくさんいるのを見つけて、アメンボすくい。石

の上には、タニシがいるのを見つけて、いっぱいタ

ニシを集めて楽しみました。 

カニも捕まえて（ちょっと大人が手伝いました

が）、持って帰ると子どもたち。とりあえず、保育園

にいろいろ持ち帰り、２日後の月組のバス遠足でせ

せらぎ公園の川の中へもどしてもらいました。 

（写真） 

 

     

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

 夏に開催していた保育園まつりを今年度は秋に

開催しました。 

 秋なので、どんなお店があるといいかとお手伝い

の保護者の方々と話していると、散歩先でひろった

木の実でどんぐり釣りとか松ぼっくり釣りはどう

ですか？という提案がありました。 

そこで、どんぐりが拾える二葉山や東山公園へお

散歩に行ってどんぐりをいっぱい集めました。 

 小さい子は、スプーンでどんぐりをすくう、大き

い子は、お箸でどんぐりをはさんでとるのはどうか

なということになりました。本番の秋まつりの前

に、空組さん、月組さんがお店屋さんになって 

「おまつりごっこ」。大きいのがいい。きれいなのが

いい。とじっくり選んで楽しんでいました。 

  

 

（写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

 

 ２月９日 グラウンドが一面の雪、ゆき、雪 

“やったー” と、３歳以上児－星組・月組・空組は、

グラウンドで雪遊び。（３歳未満児は、園庭で雪に触

れました） 

 みんなで協力して、こんな大きな雪玉がグラウン

ドのあちらこちらにできました！ 

雪だるまたち、夕方まで、グラウンドで、おしゃ

べりしていました。 

雪だるまに会えるのは、今度は、いつかな？ 

（写真） 

 

どんぐり 

アート 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12 月） 

   ・森のようちえん安全講座を主任が受講し、自然保育での安全について学んだ（９月） 

   ・森のようちえん自然保育講習会に担当主任が参加し知識を深めた。（８月） 

   ・自然保育推進アドバイザーとフィールドワークをして知識を深めた。（８月） 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

   ・自然保育推進アドバイザーに川遊びの楽しさと安全な遊び方を教えてもらう（９月） 

   ・自然保育推進アドバイザーに山遊び、木の実や木の葉などの遊びの楽しさを教えてもらう（１１月） 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

    ・保護者と一緒に畑作り（９月、１月） 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNS の URL をご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


